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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
の
時
代
を
迎
え
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
日
本
善
行
会
の
大
き

な
出
来
事
等
を
ふ
り
か
え
る
た
め
の
写
真
と
記
事
を
今
後
随
時
掲
載

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
長
寿
善
行
者
の

つ
ど
い
と
昭
和
四
十
四
年
か
ら
の
長
寿
善
行
者
の
総
理
訪
問
し
て
い

ま
す
。

本
会
か
ら
顕
彰
さ
れ
た
〝
長
寿
善
行
者
〟
の
つ
ど
い
（
七
十
歳
以

上
の
方
々
）
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）　

九
月
十
四
日
に
初

め
て
開
か
れ
、
二
十
二
名
の
お
年
寄
が
東
京
都
知
事
室
に
招
か
れ

て
、
安
井
誠
一
郎
会
長
（
都
知
事
）
か
ら
激
励
の
言
葉
と
記
念
の
木

盃
と
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
六
年
ま
で
は
長
寿
善
行
者
は
、
佐
藤
総

理
を
官
邸
に
訪
問
し
て
い
る
。
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
の
御
接
見
は
、

昭
和
四
十
五
年
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

多
賀
城
市
は
、
宮
城
県
の

太
平
洋
側
の
ほ
ぼ
中
央
、
東

北
最
大
の
都
市
仙
台
市
と
日

本
三
景
・
松
島
の
中
間
に
位

置
し
、
面
積
１
９
．
６
９
Ｋ

㎡
、
人
口
約
六
万
三
千
人
の

ま
ち
で
す
。

市
名
の
由
来
に
も
な
る「
多

賀
城
」
は
西
暦
七
二
四
年
陸

奥
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
、
東
北
地
方
の
政
治
・

軍
事
そ
し
て
文
化
の
中
心
地

と
し
て
約
三
百
年
間
存
続
し

ま
し
た
。
令
和
ゆ
か
り
の「
梅

花
の
宴
」
を
開
催
し
た
大
伴

旅
人
の
子
で
あ
る
万
葉
集
編

者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

仙
台
支
部

大
伴
家
持
も
多
賀
城
に
赴
任

し
、
戦
乱
で
荒
廃
し
た
陸
奥

各
地
の
復
興
に
努
め
、
多
賀

城
で
終
焉
を
迎
え
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
奈
良
の

平
城
宮
跡
、
福
岡
県
の
太
宰

府
跡
と
と
も
に
日
本
三
大
史

跡
に
数
え
ら
れ
る
「
特
別
史

跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
」
の
ほ

か
、日
本
三
古
碑
の
一
つ
「
多

賀
城
碑
」、
俳
聖
・
松
尾
芭
蕉

も
訪
れ
た
国
指
定
名
勝
・
重

要
文
化
財
「
壼
碑
」
な
ど
数
々

の
歴
史
文
化
遺
産
が
点
在
し

て
お
り
、
歴
史
の
都
「
史
都
」

と
し
て
市
内
外
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

多
賀
城
碑
の
一
角
に
あ

る
多
賀
城
跡
あ
や
め
園
は
、

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
東
北
随

―
の
品
種
数
で
あ
る
８
０
０

種
３
０
０
万
本
の
あ
や
め
が

咲
き
誇
り
、「
多
賀
城
跡
ア

ヤ
メ
ま
つ
り
」
は
、
毎
年
六

月
中
旬
か
ら
二
週
間
開
催
さ

れ
、
初
夏
の
風
物
詩
と
し
て

県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
夏
に
は
「
多
賀
城
ビ

ア
サ
ミ
ッ
ト
」、
秋
に
は
「
史

都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り
」、
冬

に
は
多
賀
城
駅
前
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
「
悠
久
の
史
都

の
灯
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

多
賀
城
駅
前
を
中
心
に
、
に

ぎ
わ
い
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

多
賀
城
市
は
東
日
本
人
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
復
興
の
柱
と
し
て

整
備
し
た
復
興
工
業
団
地

「
さ
ん
み
ら
い
・
多
賀
城
」
に

は
仙
台
名
物
・
笹
か
ま
の
工

場
見
学
、
手
焼
き
体
験
が
で

き
る
企
業
も
立
地
し
、
産
業

観
光
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。是

非
多
賀
城
市
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
遠
く
い
に
し
え

の
文
化
の
香
り
に
ふ
れ
悠
久

の
風
に
吹
か
れ
て
見
ま
せ
ん

か
。

　こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人

日
本
善
行
会
福
井
県
奥
越
支

部
の
支
部
長
と
い
う
大
役
を

任
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た

松
山
正
則
と
申
し
ま
す
。

勝
山
市
は
福
井
県
の
奥
越

前
の
一
角
で
人
口
二
万
三
千

余
の
小
さ
な
市
で
は
あ
り
ま

す
が
、
恐
竜
の
化
石
が
発
掘

さ
れ
福
井
県
恐
竜
博
物
館
が

出
来
、
大
勢
の
方
に
来
訪
頂

き
よ
う
や
く
地
名
が
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
の
名
称
に
つ
い
て
は
勝

山
や
恐
竜
な
ど
思
案
し
ま
し

た
が
、
広
域
圏
に
拡
げ
近
隣

市
町
村
よ
り
の
会
員
様
入
会
を

願
い
奥
越
の
地
名
に
選
択
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

本
部
の
皆
様
の
お
力
添

え
や
ご
指
導
を
仰
ぎ
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
付
で
設

立
総
会
の
開
催
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
少
人
数
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
元
号
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
善
行
精
神
を
普

及
、
高
揚
し
愛
の
介
た
す
け
を
抗
あ
ら
が
へ
、

明
る
い
心
豊
か
な
生
活
の
出

来
る
社
会
環
境
づ
く
り
に
寄

与
す
べ
く
目
標
を
持
っ
て
取

り
組
む
所
存
で
す
。

今
後
と
も
本
部
並
び
に
各

支
部
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
支

千
葉
県
支
部

新
支
部
長
の
抱
負

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

　
　ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

　支
部
長

　川
村

　博
章

さ
て
こ
の
た
び
、
合
田
祐
二

さ
ん
の
跡
を
受
け
千
葉
県
支

部
の
支
部
長
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
時
代
も
「
平
成
」

か
ら
「
令
和
」
に
な
り
、
新
た

な
御
代
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
大
変
な

ご
苦
労
・
ご
努
力
の
中
で
築

か
れ
て
き
た
千
葉
県
支
部
の

数
々
の
ご
功
績
、
ご
事
業
を

引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
新
た
な
令
和
の
時
代

も
、
本
会
の
目
的
で
あ
る
「
善

行
は
、
社
会
を
照
ら
す
と
も

し
び
。
宗
教
、
思
想
、
政
治
、

国
境
を
越
え
て
、
人
間
愛
に

生
き
、
何
時
で
も
何
処
で
も
、

誰
に
で
も
で
き
る
善
行
と
国

際
親
善
の
輪
を
広
げ
、
み
ん

な
の
幸
せ
の
た
め
に
、
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。」
を
合
言
葉

に
、
千
葉
県
支
部
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
支
部
と
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
様
々
な
課
題
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
ゆ
え
、
そ
う
い
っ
た
課

題
、
取
り
組
む
べ
き
事
項
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、

ご
指
摘
・
ご
指
導
い
た
だ
き
、

ご
協
力
願
え
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。ご

支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

援
を
頂
き
た
く
新
支
部
長
と

し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

福
井
県

　奥
越
支
部
発
足

（
七
十
六
番
目
）

長寿善行者が佐藤総理を官邸に訪問 1969.9.15（S44） 長寿善行者と安井誠一郎会長（都知事）1959.9.14 （S34）

日本善行会の歴史をふりかえる（その１）




